浄念寺蔵『珂碩上人伝記』に見える奇瑞譚 ―中巻を中心に― by 飯野 朋美
一はじめに
稿者は既に、東京都世田谷区の浄真寺（通称、九品仏）を開いた珂

















































































に候へば委細記すに及はす、御家中聞及ひし計書載畢」 とあるので、越後村上藩の領内に住む者と推定できるのでは いだろうか。中巻の最終丁ウラ 「勝蓮社賢譽上人故阿順彼慈／辯大和尚」とあるが、残念ながら浄念寺歴代住職の中にも浄真寺歴代住職 中にも該当者はいな



















































































り、三日三晩水も飲まずに別行を勤めた。成道寺の和尚が少しまどろんで 目を覚ま て珂碩を見ると、珂碩は地蔵菩薩の化身であり、内陣が光明で明るくなっている状態であっ 有難く思った和尚は、その後珂碩の像を造らせ、成道寺本堂に安置した。こ 像は、度々うなずいた。 （珂碩が地蔵菩薩の化身であるという話）14　
珂碩が仏菩薩来迎の夢を見た翌日、御勤め中に弟子が障子を開け
ると、紫の雲がたなびいていた。珂碩が西側の障子を開けると、座像の阿弥陀如来が下渡山と同じ程度 丈になっており、観音勢至も二丈の大きさになってい 。さらに輪光が輝いていた。 （珂碩によって示された浄土）15　
14の翌日、名主の母尼が珂碩に十念を拝し、嫁の夢について語る。
それは、泰叟寺に天人がたくさん天 り、参詣人も大勢集 っ いるところに 熊之介という者が警固についた というも あった。（瑞夢）16　
郡奉行が珂碩と対面し、田畑を荒らす原因である海尾の渕 主





















た女は、氏神の松の木に男の胸と思いながら釘を打ち込んだ。そのため、中間と女房は苦しんだ。病人に十念を授けると、痛みはやんだ。珂碩が、釘を打った者は先 死ぬ筈じゃと言ったの 伝え聞いた女は、釘を抜いた。 （ 念 利益）25　
老衰で尿毒症の症状が出た老女は、十念を授かると快気した。老
女は不信心であっ が その後は称名に励 （十念の利益）26　
ある子息は、十五歳で夢遊病のような症状になった後、夜中に何
者かに前髪を切られた。奉公に出ても同じよう 前髪を切られ、親元に帰された。珂碩の十念を受けると その後は何事も起こらなかった。 （十念の利益）27　
難産の末に亡くなった女のために珂碩が回向してい と、亡く
なったはずの女が現われ、二人で参籠した。見聞の輩は家々に言い伝えたので、 化導は日々盛んになった。 （珂碩による民衆教化 隆盛なさま）28　
十八歳で養子に行った男が急に他人に食いつくようになった。こ
























































が、このような展開の話は『名号威徳物語』上巻「越後国高田不思議有事」から「和尚胎宗寺入院し給ふ事」まで 章にも記されていた。『名号威徳物語』 と異なるのは、江戸から塔婆を持参したという記事が見えることである。１の時点で「八寸角に二間半」 いう大きな塔婆を用意し、村上入りの際にはほとんど身の回りの品を持たずに、この大きな塔婆をござに包んで持参している。
16で建てた塔婆は、江戸か






















により、大蛇が昇天する。同様の説話を収める『名号威徳物語』では、塔婆は江戸から持参せず、村上 造立 ている。 「八寸角に二間半」
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品山縁起』―」 （ 『大妻国文』第四六号、二〇一五年） 。
（２）世田谷区教育委員会、一九九〇年。（３） 『九品山縁起』の引用は国会図書館蔵本（二二九―一二四）による。（４）稿者所蔵。拙稿「 『名号威徳物語』解題・翻刻」 （ 『書物・出版と社会変
容』第一八号、二〇一五年）参照。また浄真寺も同書を蔵することがわかった。拙稿「九 浄真寺蔵『名号威徳物語』について―付、挿絵の
検討―」 （ 『書物・出版と社会変容』第二〇号、二〇一六年）参照。
（５） 『浄土宗全書』第一七巻（山喜房仏書林、一九七一年）所収。付記　貴重な資料の閲覧と撮影をご快諾くださった、新潟県村上市の快楽山浄念寺
のご住職、井口信道上人に心より御礼申し上げる。
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